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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

伊
達
発
電
所
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
一
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

前 
尾 
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三 

郎 

殿 

 

提 

出 

者 
 

島 

本 

虎 

三 

 

一 

 



 

北
海
道
電
力

(株)
（
以
下
、
北
電
と
い
う
）
伊
達
火
力
発
電
所
燃
料
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
以
下
、
本
件
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と

い
う
）
の
環
境
影
響
審
査
に
関
し
、
政
府
は
こ
れ
ま
で
「
電
気
事
業
法
（
以
下
、
法
と
い
う
）
四
一
条
に
よ
る
工
事
計

画
認
可
（
以
下
、
四
一
条
認
可
と
い
う
）
の
際
に
行
う
」
旨
、
衆
議
院
公
害
対
策
並
び
に
環
境
保
全
特
別
委
員
会
（
以

下
、
公
害
特
と
い
う
）
に
お
け
る
答
弁
並
び
に
内
閣
衆
質
七
七
第
三
五
号
答
弁
書
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
述
べ
て 

 
 

き
た
。
北
電
が
本
年
六
月
二
八
日
四
一
条
認
可
を
申
請
し
た
こ
と
に
か
ん
が
み
、
本
年
一
〇
月
二
六
日
の
公
害
特 

 
 

に
お
い
て
、
本
件
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
法
解
釈
と
運
用
並
び
に
環
境
影
響
審
査
の
進
め
方
と
資
料
に
関
し
て
質
し
た 

 

と
こ
ろ
、
政
府
答
弁
は
不
明
確
な
も
の
で
あ
つ
た
。 

行
政
行
為
の
明
確
化
に
よ
つ
て
、
住
民
の
安
全
と
環
境
の
保
全
に
資
す
る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
い 

 
 

た
し
た
い
。 

 
伊
達
発
電
所
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

一 
伊
達
発
電
所
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
関
す
る
統
一
見
解
（
以
下
、
統
一
見
解
と
い
う
）
に
お
い
て
、
発
電
所
に
係
る 

 
 

個
別
工
作
物
（
以
下
、
個
別
工
作
物
と
い
う
）
な
る
用
語
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
法
二
条
七
項
で
明
文
化 

 
 

し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
電
気
工
作
物
を
二
種
類
に
分
け
、
法
入
条
で
許
可
さ
れ
る
も
の
と
法
四
一
条
で
認
可
さ 

 

れ
る
も
の
と
を
区
別
し
て
い
る
。 

二 

法
七
条
一
項
の
指
定
期
間
は
す
で
に
二
回
延
長
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
、

(イ)
住
民
の
反
対

(ロ)
北
海
道 

4 

電
気
工
作
物
に
は
二
種
類
（
概
括
的
と
個
別
的
）
の
対
象
が
あ
る
こ
と
を
、
法
二
条
七
項
の
電
気
工
作
物
の 

 

定
義
の
中
で
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
か
。 

3 

法
及
び
政
省
令
に
な
い
個
別
工
作
物
な
る
用
語
と
そ
の
概
念
を
統
一
見
解
に
お
い
て
導
入
し
た
の
は
、
法 

 

解
釈
の
必
然
的
帰
結
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
法
の
欠
陥
に
起
因
す
る
の
か
。 

2 

伊
達
火
力
発
電
所
に
係
る
個
別
工
作
物
を
す
べ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

1 

個
別
工
作
物
と
は
何
か
、
明
確
に
定
義
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

三

(一)

 

四
一
条
認
可
の
際
に
行
わ
れ
る
環
境
影
響
審
査
の
た
め
の
資
料
と
し
て
、
次
の
項
目
ご
と
に
そ
の
資
料
の 

 

名
称
、
作
成
年
月
日
、
作
成
者
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

3 

右
記
説
明
会
を
行
わ
な
い
こ
と
に
関
し
、
通
産
省
は
い
か
な
る
指
導
を
行
つ
た
の
か
。 

2 

右
記

(イ)
に
関
し
、
伊
達
市
関
係
住
民
に
対
す
る
環
境
保
全
対
策
の
説
明
会
は
、
一
回
で
も
行
わ
れ
て
い
る 

 

か
。
行
わ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
何
故
か
。 

1 

北
電
は
、
法
八
条
一
項
の
許
可
申
請
を
行
つ
た
際
に
、
右
記
法
手
続
き
及
び
関
係
住
民
の
意
思
を
無
視
し 

 

た
事
業
を
計
画
し
て
い
た
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。 

知
事
に
よ
る
消
防
法
の
手
続
き
の
必
要

(ハ)
(ロ)
に
係
る
技
術
専
門
員
会
議
報
告
書
の
提
出

(ニ)
伊
達
パ
イ
プ
ラ
イ
ン 

設
置
に
係
る
環
境
保
全
対
策
（
以
下
、
北
電
環
境
対
策
と
い
う
）
等
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
法
八
条
の
許
可
が 

 
 

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
設
置
を
前
提
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
右
理
由
は
い
ず
れ
も
当
初
か
ら
事
業
計 

 

画
の
中
で
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

五 

 



 

四 

本
件
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
設
置
に
関
し
、
設
置
予
定
場
所
に
お
け
る
地
下
水
へ
の
影
響
は
四
一
条
認
可
の
際
に
審 

 

査
さ
れ
る
と
さ
れ
、
そ
の
審
査
は
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
の
委
嘱
し
た
専
門
家
の
意
見
を
聴
い
て
行
う
と
さ 

(二) 

右
質
問
に
つ
い
て 

2 

(一)
の

3
で
い
う
調
査
報
告
書
は
、
小
沢
国
務
大
臣
の
発
言
の
趣
旨
を
全
う
し
た
も
の
が
提
出
さ
れ
て
い 

 

る
か
。 

1 

(一)
の

1
で
い
う
調
査
報
告
書
の
中
に
、
地
下
水
の
水
文
学
的
特
性
の
う
ち
、
流
向
・
流
速
・
層
厚
は
す 

 
 

べ
て
含
ま
れ
て
い
る
か
。
個
々
の
特
性
に
関
し
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

3 

本
年
三
月
二
日
公
害
特
に
お
い
て
、
小
沢
国
務
大
臣
（
当
時
）
が
「
道
庁
に
命
令
を
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な 

 
 

こ
と
を
や
ら
せ
て
い
る
」
（
同
会
議
録
二
四
頁
）
と
答
弁
し
た
結
果
、
提
出
さ
れ
た
調
査
報
告
書 

2 
四
一
条
認
可
の
際
に
行
う
と
さ
れ
た
環
境
審
査
の
対
象
と
な
つ
て
い
る
す
べ
て
の
調
査
報
告
書 

1 
内
閣
衆
質
七
七
第
三
五
号
答
弁
書
で
「
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
」
と
さ
れ
た
調
査
報
告
書 

六 

 



 

五 

北
海
道
庁
消
防
課
が
本
年
八
月
伊
達
市
民
に
配
布
し
た
「
伊
達
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
安
全
対
策
と
環
境
保
全
」
な 

 

る
文
書
に
は
、
本
年
三
月
三
一
日
専
門
員
会
議
か
ら
北
海
道
知
事
に
提
出
さ
れ
た
技
術
検
討
報
告
書
の
記
述 

 
 

（
北
郷
専
門
員
担
当
部
分
）
に
従
う
こ
と
に
よ
つ
て
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
設
置
に
よ
る
地
下
水
流
の
変
動
を
設
置
前 

 

後
の
湿
潤
密
度
に
よ
つ
て
評
価
し
、
地
下
水
流
の
変
動
に
よ
る
影
響
な
し
と
結
論
し
て
い
る
。
右
文
書
は
四
一 

 
 

条
認
可
の
際
に
行
わ
れ
る
環
境
影
響
審
査
の
資
料
の
一
部
を
な
す
と
思
わ
れ
る
が 

1 

地
下
水
流
の
変
動
を
湿
潤
密
度
で
評
価
す
る
こ
と
は
工
学
上
妥
当
で
あ
る
か
。 

4 

右
協
議
な
く
し
て
、
本
件
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
環
境
影
響
審
査
が
完
了
し
た
こ
と
に
な
る
か
。 

3 

右
関
係
省
庁
間
で
、
本
件
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
設
置
に
係
る
協
議
が
行
わ
れ
た
か
。 

2 

右
記
地
下
水
の
管
轄
に
関
係
を
有
す
る
省
庁
を
す
べ
て
明
ら
か
に
せ
よ
。 

1 

右
記
地
下
水
の
管
轄
責
任
は
通
産
省
に
あ
る
と
考
え
て
よ
い
か
。 

れ
て
い
る
。
で
あ
る
と
す
れ
ば 

七 

 



 

六 

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
植
生
へ
の
影
響
に
関
す
る
環
境
審
査
は
四
一
条
認
可
に
際
し
て
行
わ
れ
る
旨
再
三
言
明
さ 

 

れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
採
用
さ
れ
る
影
響
有
無
の
判
定
規
準
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
そ
れ
は
、 

 
 

右
五
の
技
術
検
討
報
告
書
（
田
村
専
門
員
担
当
部
分
）
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
「
深
さ
五
〇
セ
ン
チ
に
お
い
て
摂 

 

氏
四
〇
度
以
下
」
な
る
判
定
規
準
と
は
異
な
る
か
。
異
な
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。 

七 

耕
併
地
周
囲
の
樹
木
は
、
通
常
農
作
業
上
の
必
要
か
ら
育
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
消
防
法
の
規
定
で 

 
 

 

は
、
樹
木
か
ら
の
保
安
距
離
の
規
定
を
欠
き
、
植
生
へ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
設
置
の
影
響
は
野
放
し
に
さ
れ
て
い 

 
 

る
。
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
関
す
る
ス
イ
ス
の
規
則
に
は
、
樹
木
か
ら
の
保
安
距
離
を
三
メ
ー
ト
ル
必
要
と
し 

 
 

て
い
た
と
思
う
が
、
我
が
国
で
は
耕
作
地
周
囲
の
樹
木
へ
の
影
響
は
無
視
し
て
よ
い
の
か
。
農
林
大
臣
の
見
解 

2 
北
郷
専
門
員
が
検
討
に
用
い
た
資
料
に
は
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
設
置
前
後
の
地
盤
の
透
水
性
が
一
〇
〇
倍
も 

 
変
動
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
地
下
水
流
の
変
動
は
地
盤
の
透
水
性
に
よ
つ
て
評
価
さ
れ 

 

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

八 

 



 

 

九 

を
承
わ
り
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


